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福島第一原子力発電所の汚染水処理から発生する廃棄物をセメント等で低温固化処理する場合の基礎データ

を取得する目的で、模擬炭酸塩スラリー（CS）、模擬鉄共沈スラリー（IS）のセメントおよび AAM（アルカ

リ活性化材料）固化体製作時に模擬核種を添加し、模擬核種の浸出試験を行った。 
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1. 緒言 福島第一原子力発電所から発生する廃棄物の処理対策では、その性状を踏まえて安全かつ合理的

な保管・管理及び先行的に処理方法を選定することになっている。通常の原子炉施設の運転廃棄物等の処理

で実績があるセメント材料と海外で実績のある AAM の基礎データの取得を進めている[1]。本報告では、水

と接触する環境下における固化体からの核種の浸出性を評価する

目的で、CS と IS のセメント（OPC）および AAM 固化体製作時

に模擬核種を添加し、模擬核種の浸出性を評価した。 

2. 実験 模擬核種はCs、Sr、Sn、Ceの4種類とし、固化体中のCS

およびISの充填率は30wt%、20wt%、模擬核種の量はCSとISの

0.1wt%とした。AAM固化体は、メタカオリン(MK)、高炉スラグ

(BFS)の混合割合を変化(MK：BFS混合比100：0、80：20、60：

40、それぞれM、MB20、MB40)させて作製した。28日間封緘状態

で養生した固化体を、ANSI/ANS-16.1-1986に準じて評価した。 

3. 結果 各固化体からの模擬核種の浸出率の変化を図 1 に示す。

OPC 固化体からは Cs のほとんどが浸出し、Sr も 10～20％近く浸

出した。AAM 固化体の Cs と Sr の浸出率は OPC 固化体よりも著

しく小さく、Cs は AAM マトリックスであるアルミノシリケート

構造中に取り込まれているナトリウムイオンとイオン交換によ

り、固相中に保持されているためと考えた。Sr も Cs と同様に電荷補償

のために固定化されていると推察されるが、明確になっていない。OPC

固化体、AAM 固化体のいずれにおいても Sn と Ce の浸出率が小さくなった理由については、今後、低溶解

度の水酸化物の生成に関する知見を深める必要がある。 
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図 1 各元素の溶出率の変化 
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